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一
　
沿
革

　
草
の
根
援
助
は
一
九
八
九
年
に
「
小
規
模
無
償
」
と
し
て
始
ま
り
、
非
政
府
組
織
、
地
方
公
共
団
体
、
学

校
、
病
院
等
を
対
象
と
し
た
小
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
し
た
。
一
九
九
五
年
に
こ
の
協
力
は
、「
草

の
根
無
償
資
金
協
力
」
と
改
称
さ
れ
た
。
大
型
の
無
償
資
金
協
力
は
案
件
決
定
ま
で
時
間
が
か
か
る
こ
と
、

相
手
側
が
中
央
政
府
な
い
し
政
府
機
関
で
あ
る
こ
と
、
効
果
が
す
ぐ
出
な
い
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、
も
う

少
し
早
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
効
果
が
す
ぐ
出
る
小
ぶ
り
の
援
助
と
し
て
発
案
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
よ
っ
て
地
方
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
組
合
・
協
会
等
の
住
民
密
着
組
織
で
よ
く
、
ま
た
一

件
一
千
万
円
ま
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
さ
れ
た
。
後
に
二
〇
〇
三
年
に
な
っ
て
、
地
域
紛
争
、
内
乱
、
戦

争
か
ら
の
復
興
、
難
民
問
題
等
人
間
の
安
全
保
障
の
理
念
を
反
映
し
た
も
の
に
も
こ
の
援
助
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
際
、
場
合
に
よ
っ
て
は
支
出
上
限
も
一
件
一
億
円
ま
で
良
い
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
以

降
草
の
根
援
助
は
正
式
に
は
、「
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
」
と
呼
ば
れ
る
。
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二
　
申
請
団
体
お
よ
び
分
野

　
同
援
助
の
対
象
団
体
は
、
中
央
で
は
な
い
地
方
政
府
、
非
営
利
・
非
政
府
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
但
し

日
本
の
そ
れ
は
除
く
）
、
教
育
・
医
療
機
関
等
で
あ
る
。
対
象
分
野
は
、
教
育
、
保
健
・
医
療
、
村
落
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
（
道
路
、
橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
水
道
供
給
等
）
、
社
会
的
弱
者
救
済
、
環
境
保
護
、
貧

困
削
減
、
災
害
再
建
、
人
間
の
安
全
保
障
（
対
人
地
雷
除
去
、
難
民
、
内
戦
か
ら
の
復
興
・
再
建
等
）
で
あ
る
。

　
一
般
に
、
地
方
で
行
わ
れ
る
草
の
根
レ
ベ
ル
の
経
済
・
社
会
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
規
模
が
あ
ま
り
大

き
く
な
い
案
件
が
対
象
と
な
る
。
ま
た
便
益
が
地
方
住
民
に
直
接
行
き
渡
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
事
業
の
流
れ

　
申
請
手
続
き
か
ら
案
件
実
施
、
さ
ら
に
事
後
モ
ニ
タ
ー
の
流
れ
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
（
一
）
大
使
館

に
お
け
る
申
請
手
続
き
の
説
明
会
、
（
二
）
申
請
書
の
提
出
、
（
三
）
大
使
館
に
お
け
る
審
査
、
（
四
）
東

京
の
外
務
省
に
お
け
る
承
認
、
（
五
）
申
請
団
体
と
大
使
館
で
契
約
調
印
式
、
（
六
）
資
金
の
受
け
渡
し
、

（
七
）
事
業
の
開
始
、
（
八
）
大
使
館
に
よ
る
中
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
（
九
）
事
業
の
終
了
（
完
了
モ
ニ
タ
リ
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ン
グ
）
と
最
終
報
告
書
の
提
出
、
（
十
）
外
部
監
査
の
実
施
、
（
十
一
）
竣
工
式
典
、
（
十
二
）
大
使
館
に
よ

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
。

　
一
般
的
に
契
約
調
印
か
ら
工
事
終
了
ま
で
一
年
以
内
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
使
館
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
は
案
件
が
立
ち
上
が
っ
て
一
年
な
い
し
二
年
経
っ
た
後
に
そ
れ
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
否

か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
　
実
績

　
二
〇
〇
六
年
度
ま
で
の
実
績
（
契
約
ベ
ー
ス
）
を
見
る
と
（
表
２
参
照
）
、
件
数
は
一
九
八
九
年
度
の
九

五
件
か
ら
二
〇
〇
一
年
度
の
一
七
三
一
件
ま
で
増
加
し
、
そ
れ
以
降
二
〇
〇
五
年
度
（
一
六
三
三
件
）
を
除

い
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
度
は
一
二
一
二
件
で
あ
っ
た
。
金
額
的
に
は
（
供
与
限
度
額
）
一
九

八
九
年
度
の
約
二
億
九
四
〇
〇
万
円
か
ら
増
加
し
て
、
二
〇
〇
五
年
度
に
ピ
ー
ク
の
約
一
四
三
億
七
五
三

四
万
円
を
記
録
し
、
二
〇
〇
六
年
度
は
約
一
〇
七
億
三
八
一
三
万
円
で
あ
っ
た
。
カ
バ
ー
す
る
国
地
域
は

一
九
八
九
年
度
の
三
二
カ
国
か
ら
ピ
ー
ク
時
二
〇
〇
一
年
度
の
一
一
七
カ
国
二
地
域
、
そ
し
て
二
〇
〇
六

年
度
は
一
〇
五
カ
国
・
一
地
域
で
あ
っ
た
。

58 　



3 : 2009/9/29(15:46)

　第三章　草の根援助

表２.　草の根援助実績（世界各国・地域計）

年度 国・地域 件数
供与限度額 伸び率

(億円) (％)
1989 32国・0地域 95 2.940 —
1990 44国・0地域 92 2.960 0.7
1991 48国・0地域 156 4.990 68.6
1992 55国・0地域 227 7.000 40.3
1993 55国・1地域 258 9.996 42.8
1994 56国・1地域 331 14.922 49.3
1995 71国・1地域 707 29.982 100.9
1996 82国・1地域 969 44.999 50.1
1997 89国・1地域 964 50.000 11.1
1998 93国・1地域 1064 56.998 14.0
1999 106国・1地域 1264 69.974 22.8
2000 106国・2地域 1523 84.885 21.3
2001 117国・2地域 1731 99.867 17.7
2002 111国・1地域 1415 94.979 −4.9
2003 112国・1地域 1405 112.387 18.3
2004 107国・1地域 1306 128.970 14.8
2005 109国・1地域 1633 143.753 11.5
2006 105国・1地域 1212 107.381 −25.3

出所：外務省

　
二
〇
〇
六
年
度
の
実
績
を
み

る
と
、
地
域
別
で
は
、
中
南
米

四
五
四
件
（
金
額
に
よ
る
割
合
で

み
て
三
三
・
三
％
）
、
ア
ジ
ア
三

九
〇
件
（
同
三
五
・
一
％
）
、ア

フ
リ
カ
一
六
〇
件
（
同
一
二
・
〇

％
）
、
中
近
東
一
二
一
件
（
同

一
三
・
五
％
）
、
大
洋
州
五
八
件

（
同
四
・
〇
％
）
、欧
州
二
九
件

（
同
二
・
〇
％
）
で
あ
っ
た
。
件

数
で
中
南
米
に
お
い
て
よ
く
利

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
金
額
で
見
た
上
位
五
カ

国
は
、
一
位
中
国
（
七
億
一
八
八

七
万
円
）、二
位
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
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ン
（
六
億
九
一
六
八
万
円
）
、
三
位
グ
ア
テ
マ
ラ
（
四
億
八
九
四
七
万
円
）
、
四
位
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
四
億
一
八

五
三
万
円
）
、
五
位
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
四
億
一
一
七
六
万
円
）
で
、
さ
ら
に
金
額
で
見
た
分
野
別
内
訳
は
、
教

育
研
究
四
六
・
〇
％
、
民
生
環
境
二
〇
・
一
％
、
医
療
保
健
一
五
・
九
％
、
農
林
水
産
五
・
三
％
、
通
信

運
輸
四
・
五
％
、
そ
の
他
八
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　
因
み
に
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
最
近
四
ヶ
年
の
実
績
は
、
二
〇
〇
三
年
度
六
二
件
四
億
一
〇
三
七
万
円
、
二
〇

〇
四
年
度
四
〇
件
二
億
八
二
〇
九
万
円
、
二
〇
〇
五
年
度
五
四
件
四
億
二
一
四
三
万
円
、
二
〇
〇
六
年
度

四
〇
件
三
億
二
四
九
八
万
円
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
度
の
金
額
は
、
全
地
域
計
の
三
％
に
当
た
り
、
件

数
で
第
六
位
に
入
っ
た
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
は
結
構
健
闘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
二
〇
〇
六
年
度
の
件

数
で
み
た
世
界
順
位
は
、
一
位
中
国
（
八
六
件
）
、
二
位
エ
ク
ア
ド
ル
（
五
四
件
）
、
三
位
グ
ア
テ
マ
ラ
（
五

二
件
）
、
四
位
コ
ロ
ン
ビ
ア
（
四
三
件
）
、
五
位
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
（
四
一
件
）
、
六
位
ニ
カ
ラ
グ
ア
（
四
〇

件
）
で
あ
っ
た
。
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五
　
草
の
根
援
助
の
特
徴
と
問
題
点

　
草
の
根
援
助
の
特
徴
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、（
一
）
小
回
り
が
利
い
て
早
い
点
、（
二
）
住
民
満
足
度
が
高

い
点
に
尽
き
る
。
大
型
援
助
は
と
に
か
く
時
間
が
か
か
る
。
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
案
件
の
場
合
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
開
発
調
査
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
）
が
入
り
、
案
件
が
採
択
さ
れ
、
詳
細
設
計
が
行
わ
れ
、
工

事
、
引
渡
し
ま
で
最
低
三
年
は
か
か
る
。
そ
れ
ら
の
予
備
段
階
に
お
い
て
開
発
調
査
が
行
わ
れ
る
前
に
そ

の
案
件
の
発
掘
、
妥
当
性
の
議
論
が
現
地
政
府
と
大
使
館
サ
イ
ド
で
行
わ
れ
る
の
に
ほ
ぼ
二
年
は
か
か
る

の
で
、
一
件
五
年
ぐ
ら
い
は
ゆ
う
に
か
か
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
政
権
が
交
代
し
た
り
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
で

は
大
統
領
は
五
年
毎
に
交
代
）
、
大
使
や
担
当
館
員
が
交
代
し
た
り
す
る
の
で
完
成
す
る
案
件
は
針
の
穴
を

通
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
草
の
根
案
件
は
、
案
件
募
集
か
ら
完
成
ま
で
早
い
も
の
で
一
年
以
内
、

長
い
も
の
で
も
二
年
で
達
成
さ
れ
る
。
そ
の
効
率
の
良
さ
は
他
の
援
助
形
態
に
な
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
大
使
館
の
草
の
根
実
施
体
制
も
効
率
よ
く
運
営
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
草
の
根
案
件
は
、
中
央
政
府
で
は
な
い
地
方
が
対
象
で
、
住
民
か
ら
の
要
望
を
ま
と
め
て
市
役
所
な
り
、

住
民
団
体
が
応
募
す
る
の
で
、
住
民
密
着
型
で
住
民
の
需
要
を
直
接
満
た
す
案
件
が
実
現
す
る
。
そ
の
結

果
案
件
終
了
後
は
住
民
の
満
足
度
も
高
い
こ
と
に
な
る
。
ゴ
ミ
収
集
車
の
供
与
や
ゴ
ミ
捨
て
場
の
建
設
・
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整
備
、
保
健
ポ
ス
ト
の
建
設
、
校
舎
建
設
、
農
村
道
路
や
小
橋
の
建
設
等
は
住
民
の
所
得
を
直
接
上
げ
る

も
の
で
は
な
い
が
、
生
活
の
質
の
改
善
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
、
教
育
の
機
会
増
加
、
便
利
さ
の
拡
大
を
通

し
て
わ
か
り
や
す
い
援
助
と
し
て
好
評
で
あ
る
。

　
な
お
貧
困
緩
和
に
関
係
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
草
の
根
案
件
に
関
連
し
た
工
事
を
地
元
業
者
が
行
い
、
原

材
料
も
現
地
で
購
入
す
る
（
一
般
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
無
償
は
日
本
の
設
計
会
社
、
建
設
会
社
が
原
則
的
に
請
負
い
、

資
材
の
規
格
も
厳
し
い
の
で
海
外
か
ら
の
輸
入
品
が
多
い
）
。
ニ
カ
ラ
グ
ア
の
よ
う
に
失
業
率
が
高
く
（
失
業

率
十
二
％
台
）
雇
用
機
会
が
少
な
い
所
で
は
、
こ
れ
に
よ
り
生
ま
れ
る
雇
用
は
地
域
に
と
り
貴
重
で
あ
る
。

住
民
満
足
度
に
は
こ
う
し
た
派
生
効
果
も
含
ま
れ
る
。

　
一
方
、
草
の
根
援
助
の
問
題
点
と
し
て
は
一
般
的
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
、
（
一
）
案
件

選
択
過
程
に
恣
意
性
や
政
治
的
案
件
が
紛
れ
込
む
恐
れ
が
あ
る
。
地
方
の
有
力
者
が
、
自
分
の
立
場
を
利

用
し
て
草
の
根
援
助
を
町
に
誘
導
し
て
自
己
宣
伝
に
使
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
使
館
側
の

透
明
性
の
あ
る
選
考
シ
ス
テ
ム
で
防
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
点
は
、
（
二
）
実

行
段
階
に
お
け
る
資
金
管
理
の
問
題
が
あ
る
。
草
の
根
援
助
の
場
合
、
案
件
が
決
ま
り
最
初
に
大
使
館
で

行
わ
れ
る
調
印
式
の
時
に
、
掛
か
る
費
用
の
全
額
が
小
切
手
で
渡
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
用
途
外

使
用
や
不
正
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
申
請
団
体
と
の
頻
繁
な
接
触
、
監
督
が
不
可
欠
に
な
る
。
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次
に
（
三
）
実
施
体
制
の
問
題
が
あ
る
。
小
規
模
公
館
で
は
ど
こ
で
も
経
済
協
力
担
当
官
は
一
名
で
あ

る
。
こ
の
担
当
官
が
実
際
に
は
有
償
資
金
協
力
、
無
償
資
金
協
力
、
技
術
協
力
、「
見
返
り
資
金
」
の
す
べ

て
の
援
助
を
監
督
・
管
理
し
て
い
る
。
草
の
根
援
助
だ
け
で
も
各
大
使
館
は
相
当
数
の
案
件
を
実
施
し
て

い
る
の
で
と
て
も
一
人
で
は
管
理
で
き
な
い
。
そ
こ
で
専
属
の
草
の
根
援
助
担
当
が
必
要
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
草
の
根
援
助
の
予
算
に
は
人
件
費
が
付
い
て
い
な
い
。
大
使
館
の
予
算
と
定
員
は
厳
し
く
定
め
ら
れ

て
い
る
の
で
、
援
助
を
担
当
す
る
か
ら
と
い
っ
て
人
間
を
増
や
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
「
委
嘱
員
」
と
い
う
制
度
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
草
の
根
を
ひ
と
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
考
え
れ
ば
、

専
門
の
人
を
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
雇
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ル
料
な
い
し
顧
問
料
と
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
計
上
さ
れ
る
費
用
で
は
あ
る
が
大
使
館
か
ら
み
て
人
件
費
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
大

使
館
の
定
員
に
も
関
係
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
草
の
根
担
当
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
何
名

か
「
委
嘱
員
」
と
い
う
肩
書
き
で
雇
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
予
算
の
確
保
な
ら
び
に
専
門

家
を
探
す
の
が
困
難
で
各
大
使
館
の
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
あ
く
ま
で
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

な
の
で
、
建
前
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
終
わ
れ
ば
契
約
も
終
了
と
い
う
こ
と
で
、
優
れ
た
委
嘱
員
を
継
続
的

に
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
制
約
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
（
四
）
現
地
語
の
問
題
が
あ
る
。
草
の
根
援
助
は
住
民
密
着
型
な
の
で
現
地
に
飛
び
込
み
現
地
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の
人
と
具
体
的
計
画
を
議
論
し
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
現
地
の
人
を
説
得
し
た
り
、
指
導
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
く
ら
い
現
地
語
に
堪
能
で
な
い
と
仕
事
を
進
め
ら
れ
な
い
。
日
本
人
で
そ
う
し
た
こ
と

が
で
き
る
人
材
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
草
の
根
担
当
は
何
も
日
本
人
に
限
る
こ
と
は
な
い
が
、

東
京
と
の
連
絡
は
日
本
語
が
主
で
あ
り
書
類
も
日
本
語
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
だ
英
語
の
書
類

で
良
い
と
い
う
段
階
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
逆
に
、
現
地
の
人
で
日
本
語
の
書
類
を
書
け
る
人
を
探
す
の

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
委
嘱
員
を
探
す
の
に
大
変
苦
労
す
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
（
五
）
申
請
団
体
の
問
題
が
あ
る
。
草
の
根
援
助
案
件
の
成
功
・
不
成
功
の
鍵
は
、
申
請
団
体
の

実
行
能
力
、
熱
意
、
団
体
指
導
者
の
指
導
力
、
創
意
工
夫
と
い
っ
た
要
素
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
コ
ラ

プ
シ
ョ
ン
も
起
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
発
展
途
上
国
、
と
く
に
貧
困
国
で
は
良
識
が
あ
り
遂
行

能
力
の
高
い
申
請
団
体
（
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
財
団
、
生
産
組
合
、
地
方
政
府
等
）
が
非
常
に
限
ら
れ
て

い
る
。
申
請
団
体
が
市
役
所
だ
か
ら
と
安
心
し
て
も
、
市
長
と
副
市
長
の
仲
が
悪
か
っ
た
り
、
市
長
と
市

議
会
（
ニ
カ
ラ
グ
ア
で
は
市
評
議
会
）
の
関
係
が
悪
か
っ
た
り
す
る
と
実
行
に
遅
れ
が
出
た
り
す
る
。
ニ
カ

ラ
グ
ア
に
お
い
て
草
の
根
援
助
事
業
で
は
な
い
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青
年
海
外
協
力
隊
派
遣
事
業
で
、
あ
る

市
役
所
に
派
遣
さ
れ
た
協
力
隊
員
が
市
長
と
副
市
長
の
権
力
争
い
の
た
め
に
、
担
当
し
た
事
業
進
展
に
大

迷
惑
を
こ
う
む
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
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　第三章　草の根援助

　
最
後
に
、
（
六
）
監
視
機
能
の
問
題
が
あ
る
。
資
金
の
管
理
状
況
や
工
事
の
進
捗
状
況
、
さ
ら
に
完
成
後

の
施
設
な
ど
の
使
用
状
況
は
念
入
り
な
視
察
や
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
し
か
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
す
な
わ
ち

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
申
請
団
体
や
工
事
を
請
け
負
っ
た
地
元
業
者
と
の
接
触
、
受
益

者
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
草
の
根
援
助
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
義
務
付
け
て
お
り
、
中
間
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
工
事
終
了
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
な
ら
び
に
案
件
完
成
か
ら
一
〜
二
年
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
の
人
材
を
確
保
す
る
の
が
ま
た
大
変
で

あ
る
。
た
だ
で
さ
え
人
手
不
足
の
小
規
模
公
館
で
は
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
工

程
管
理
の
面
か
ら
は
中
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
と
く
に
重
要
に
な
る
。
こ
の
時
に
資
金
が
計
画
通
り
使
用
さ

れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
資
金
が
余
り
そ
う
な
時
は
そ
れ
で
一
部
工
事
の
補
強
を
し
た
り
、
計
画

当
初
わ
か
ら
な
か
っ
た
修
正
、
た
と
え
ば
、
建
物
建
設
の
場
合
、
屋
根
の
雨
漏
り
を
防
ぐ
た
め
に
材
料
を
一

ラ
ン
ク
上
げ
た
り
、
安
全
の
た
め
に
周
囲
に
塀
を
作
っ
た
り
と
い
っ
た
計
画
変
更
が
大
使
館
と
相
談
の
う

え
行
わ
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
計
画
変
更
の
場
合
は
、
原
則
的
に
は
東
京
本
省
の
許
可
を
必
要
と
す
る
）
。
資
金
の
不

正
使
用
や
手
抜
き
工
事
を
見
抜
い
た
り
す
る
の
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
人
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る
。
ニ

カ
ラ
グ
ア
に
お
い
て
草
の
根
案
件
で
は
な
い
が
、「
見
返
り
資
金
」
を
利
用
し
た
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
建
設
に
お
い
て
、
川
に
架
け
た
橋
が
大
雨
に
よ
る
増
水
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
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あ
っ
た
。
こ
れ
は
橋
の
手
抜
き
工
事
が
原
因
と
推
測
さ
れ
た
。
但
し
「
見
返
り
資
金
」
は
そ
の
性
格
上
相

手
国
政
府
の
管
轄
下
に
あ
り
、
監
督
責
任
は
相
手
国
に
あ
る
（
こ
う
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
不
備
を
防
ぐ
た
め

に
大
使
館
で
は
、「
見
返
り
資
金
」
を
利
用
し
た
案
件
の
場
合
、
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
な
ど
の
中
立
的
な
国
連
機
関
を
加
え
て

実
施
過
程
を
監
督
す
る
よ
う
に
推
薦
し
て
い
る
）
。
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